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教室で維持している慢性膵胃慶犬による意識下実験の成果について述べるとともに,新 しく開発し

た慢性胆膵胃痩犬の作製維持の方法とその意義について述べた。慢性膵胃痩犬は,(1)空 腹時,(2)十

二指腸内刺激前後,(3)外 因性刺激前後,(4)食 餌負荷前後の膵外分泌動態の観察検討に有用であっ

た.慢 性膵胃痩犬作製維持の技術,経 験から慢性胆際胃慶犬を開発した。慢性胆膵胃痩犬の作製後 2

カ月生存率は71.4%であり,ま た6カ月以上の長期生存を得た。十二指腸内オレイン酸刺激実験によ

り慢性胆際胃痩犬が生理的な反応系を有することが確認され,本 モデルが今後肝胆膵胃臓器相関の研

究に右用であると考えられた。

索引用語 :慢性胆膵胃療犬,胆汁分泌,膵外分泌

I.緒   言             て や胆汁分泌および際外分泌を意識下で同時観察でき

1968年,Herreral)は新しいカニューラを考案し,慢   る モデルの報告は内外に見当たらない.わ れわれは今

性際慶犬による意識下膵外分泌機能評価の方法を示   回 ,イ ヌの消化器の解割学的な特徴に注目して,当 教

し,膵 生理の研究に大きな進歩をもたらした。われわ  室 で慢性際胃痩犬を作製するに際し駆使した技術,経

れはHerreraの原法を改良した慢性膵胃痩犬を作製  験 を胆道系にも応用した,慢 性胆際胃痩犬を開発,維

維持しており, このモデルが生理的状態および外科的  持 することに成功したので,慢 性膵胃慶犬による成果

病態における膵研究に極めて有用であることを報告し   と ともに報告する。

てきた分
～り。しかしながら胆道系については,慢性際胃            H.方   法

慶犬に相当する優れた慢性モデルの報告はなく,ま し   1)慢 性際胃慶犬

われわれの使用しているカニューラは Herreral)の
※第30回日消外会総会シンポ2:消 化器実験外科の進

    考 案したカニューラを基に作製したものである。 こ の
歩と新しい展開

<1987年10月7日受理>別 刷請求先 :土井隆一郎      カ
ニユ~ラ (Herreraのカニューラ)は 平常飼育時は

〒606 京都市左京区聖護院川原町54 京都大学医学   分 泌液が生理的状態に近い状態で十
二指腸内へ流入す

部第 1外 科 るが,実 験使用時は特殊な内筒を用いることにより分



220(1216) 肝胆陣実験外科における新しい展開 日消外会議 21巻  4号

図1 慢 性膵胃慶犬作製に関する術中シューマ

泌液を100%体 外へ誘導採取できるように工夫されて

いる。Herreraつはビル r― 卜II法形式で消化管を再建

した慢性膵痩犬を作製したが,わ れわれはビルロート

I法形式で再建した慢性膵胃療犬を維持している。こ

のモデルを用いて,(1)空 腹時における膵外分泌動態,

(2)十 二指腸内オレイン酸注入刺激による膵外分泌動

態,(3)外因性刺激による膵外分泌動態,(4)食 餌負荷

後の際外分泌動態の検討を行なった (図 1).

2)慢 性胆膵胃痩犬

今回新しく開発した慢性胆膵胃慶犬の作製方法につ

いて述べる。雑種成犬 (25～30kg)7頭 を用い,ネ ン

ブタール麻酔下に開腹した後,ま ず副膵管を同定し結

繁切離した。十二指腸は総胆管の開田部の日側lcmお

よび主膵管の開田部より2cm肛 側にて切断し,さ らに

その中間点にて切断後,そ れぞれの開田部乳頭を含む

長さ3cmの 十二指腸 pouchを 作製した。十二指腸は幽

問が温存されていることを確認して,端 々吻合で再建

した。Herreraの カニューラを 2個 使用し, 1個 は総

胆管開口部を含む pouchと 十二指陽吻合線より5cm

肛側の十二指腸との間に,他 の 1個 は主膵管を含む

pouchと 十二指腸吻合線より10cm肛 側の十二指腸と

の間に留置して,別 々の外療とした。さらに胃体部に

胃慶を併設した。本モデルについては十二指腸内オレ

イン酸注入刺激実験を行った。すなわち18時間の絶食

後,Pavlov standに 立たせて,意 識下に空腹時胆汁,

際外分泌量を 4時 間にわたって測定した。つづいてォ

レイン酸ナ トリウム (8.5mmo1/hr,pH 9.o)の 十二

指腸内持続注入を150分間施行し,同様に観察した.胆

汁,膵 液は15分分画で採取し,一 部サンプリングした

以外は十二指腸内へ注入した,観 察期間中,胃 療は開

放し胃液を体外へ導出させた。

上記の実験動物の飼育および実験は京都大学医学部

附属動物実験施設で行われた,

III.結   果

1)慢 性膵胃慶犬による意識下実験

イヌの,(1)空 腹時における膵外分泌動態 (図3),

図2 慢 性胆麻胃療犬作製に関する術中シェーマ
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図 5 GRPの 際蛋白排出量,重炭酸排出量″血奨 CCK

濃度に及ぼす影響
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(2)に 指腸内オレイン酸注入刺激による膵外分泌動

態 (図4),(3)gattrin releasing peptide外因性刺激

による膵外分泌動態(図5),(4)食 餌負荷後の棒外分

泌動態 (図6)に 関する検討結果をそれぞれ示す。

2)慢 性胆膵胃慶犬

通常イヌは術後 1週間で食餌摂取が順調となり, 3

週間経過後には実験に供用することが可能であった。

また維持期間中,胆 道感染,閉 塞の徴候も認めなかっ
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図 7 十 二指腸内オレイン酸雄入の胆汁排出量,膵 液

量に及ぼす影響
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た。慢性胆膵胃痩犬の術後 2カ 月生存率は71.4%で あ

り,長期生存犬は現在,術後 6カ 月以上経過している。

空腹時の捧液,胆 汁の分泌量は15分分画で,そ れぞ

れ1,7±0.4,28± 0.6mlで あった。オレイン酸十二指

腸内注入刺激後は,膵 液胆汁ともにすみやかに増量し

た,刺 激前後の経時的変化を図 7に示す。

I V . 考 察

消化器外科領域における実験的研究,特 に分泌臓器

の生理的な,あ るいは病態下の分泌動態に関する実験

を行 うには意識下で,連 続的にこれを観察できる実験

モデルを用いる必要がある.し かしながら, 目的に合

致するような慢性的な状態を動物で作ることは,多 く

の場合極めて困難である。慢性棒痩に関する研究は古

くは,Thomasの 膵痩め,Archambeauの 体外シヤント

による膵十二指腸空腸痩
1い
,Preshawの 膵慶

11)などが

ある。これらはそれぞれの実験目的に応じて用いるこ

とにより右用であるが,解 剖生理学的にあるいは長期

維持ということに関して万全ではなかった。

Herreral)は新 しいカニューラを考案することによ

り,平 常飼育時は膵液が十二指腸内に完全に流入する

が,実験使用時には際液を100%体 外に誘導採取できる

モデルを報告した。このモデルにより,生 理的状態に

近い環境での実験が可能になり膵生理の研究は飛躍的

に進歩した。われわれは Herreraの変法ともいえるビ

ルロートI法形式で再建した慢性膵胃慶犬を維持して

おり, このモデルを用いることにより種々の実験プロ

トコールにおける膵外分泌動態を検討した分
～ゆ.す な

わち,本 モデルは方法の項で述べたごとく,(1)空 腹

時,(2)十 二指腸内と入刺激前後,(3)外 因性刺激前

後,(4)食 餌負荷刺激前後, といった種々の系におい

て,的 確な際外分泌動態の把握が可能である点に特徴

がある。その成果として,イ ヌ空腹時においては際外

分泌に周期性変動が存在することり,食 餌負荷後長時
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図6 食 餌負荷の際外分泌に及ぼす影響
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表現 しうる系であることが確認 された。また本モデル

はビル ロー トI法 形式で再建 してあるので,食 餌刺激

に対 しても生理的な反応が期待できると考えられる。

また胆道の十二指腸 pouchに も乳頭が温存 されてお

り,胆 嚢を含む全胆道 としての胆汁分泌について観察

できるとい う利点がある.今 後種々の実験を施行する

ことにより,本 モデルは生理的および病態下の肝胆陣

胃臓器相関機構の研究に極めて有用であると考えられ

た。

V.結   語

慢性膵 胃慶犬は,(1)空 腹時,(2)十 二指腸内刺激

前後,(3)外 因性刺激前後,(4)食 餌負荷前後の膵外

分泌動態の観察検討に有用であった。慢性際胃慶犬作

製維持の技術,経 験から慢性胆膵 胃痩犬を開発 した。

慢性胆悌 胃痩犬の作製後 2カ 月生存率は71.4%で あ

り, また 6カ 月以上の長期生存を得た。十二指腸内オ

レイン酸刺激実験により慢性胆膵胃慶大が生理的な反

応系を有することが確認 され,本 モデルが今後肝胆際

胃臓器相関の研究に有用であると考えられた。

(本研究の一部は文部省科学研究費,一 般研究 A‐

61440060の援助による。)
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